
オープンソースのデータフローエンジン

<<Apache NiFi>>を利用して

簡単なデータフローを動かしてみよう！

～超初心者向け、お気軽に！～

データフロー活用研究会

in OSC 2019 Hiroshima



今日は何を話す？

 Apache NiFiというオープンソースの
ソフトウェアについて紹介します！

とっても初心者向けです。
ごゆるりと聞いてください



自己紹介

松山千尋

 出身は沖縄県

 都内にてSEをしています。

 広島に来るのは人生二度目です。

 ↓これを飲みにこの後宮島に行きます



Apache NiFi って？？

まずは読み方

あぱっち ないふぁい

ライセンスは？

Apache License Version 2.0

なにで書かれている？

Java言語

Apache NiFiは、Apache Software Foundationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。



Apache NiFi で何ができる？

Apache NiFiは、

データフローオーケストレーションツール！

データの流れ(データフロー)をモデリングする環境と、
そのモデリング内容に則った動作をする実行環境を
提供します。

 ブラウザ（WebベースUI）でデータフローをお絵かき

 お絵かきしたデータフローがボタンひとつで動作



Apache NiFi の歴史

 元は米国家安全保障局（NSA）により
「Niagara Files」として開発されていたもの

 「Niagara Files」→「NiFi」の語源

 2014年にオープンソースソフトウェアとし
て公開

 2015年にApacheのトップレベルプロジェク
ト（TLP）に昇格



Apache NiFi の歴史

 リリース時期と頻度は以下の通りです

2015 2016 2017 2018 2019

0系

1系

▲7月（0.2.1）

▲9月（0.3.0）

▲12月（0.4.0）

▲12月（0.4.1）

▲2月（0.5.0）

▲2月（0.5.1）

▲3月（0.6.0）

▲4月（0.6.1）

▲7月（0.7.0）

▲10月（0.7.1）

▲2月（0.7.2）

▲5月（0.7.3）

▲6月（0.7.4）

▲8月（1.0.0）

▲11月（1.1.0）

▲12月（1.1.1）

▲2月（1.1.2）

▲5月（1.2.0）

▲6月（1.3.0）

▲10月（1.4.0）

▲1月（1.5.0）

▲4月（1.6.0）

▲6月（1.7.0）

▲7月（1.7.1）

▲10月（1.8.0）

▲2月（1.9.0）

▲3月（1.9.1）

▲4月（1.9.2）



Apache NiFiを動かしてみよう！

 ここで一度おさらい

 Apache NiFiって何ができるんだっけ？

 実現したいデータの流れ(データフロー)を
Apache NiFiの部品(プロセッサ)を使ってお絵かき
して動かせる

 データの流れとは？

 具体的なデータの入出力やそのデータの取り回し
を定義すること

例えば…Twitterのタイムラインをデータの入力元、
DBをデータの出力先、とするなど！

 Apache NiFiならGUIでデータの流れを書けます◎



データフローをお絵描き！

INPUT.

csv
Apache NiFi

 例)ファイル(CSV形式)を読み込み、読み込んだ
データをJSON形式に変換し別ファイル名として
書き込む。

データの流れと処理のイメージを簡単にお絵かきすると、
こんな感じ

OUT

PUT.

json



データフローをお絵描き！

 例)ファイル(CSV形式)を読み込み、読み込んだ
データをJSON形式に変換し別ファイル名として
書き込む。

INPUT.

csv

Apache NiFi

OUTPUT.

json

CSVファイルを取得する

CSV形式からJSON形式へと変換する

出力ファイル名を設定する

JSON形式のファイルを出力する



データフローをお絵描き！

 例)ファイル(CSV形式)を読み込み、読み込んだ
データをJSON形式に変換し別ファイル名として
書き込む。

INPUT.

csv

Apache NiFi

OUTPUT.

json

CSVファイルを取得する

CSV形式からJSON形式へと変換する

出力ファイル名を設定する

JSON形式のファイルを出力する

この部分がデータフロー
（かなり拡大解釈してます。本来は取り扱うデータにもっと着目します）



データフローをお絵描き！

 例)ファイル(CSV形式)を読み込み、読み込んだ
データをJSON形式に変換し別ファイル名として
書き込む。

INPUT.

csv

Apache NiFi

OUTPUT.

json

CSVファイルを取得する

CSV形式からJSON形式へと変換する

出力ファイル名を設定する

JSON形式のファイルを出力する

この個々の単位がプロセッサ（NiFi部品）



まとめると

CSVファイルを取得する

CSV形式からJSON形式へと変換する

出力ファイル名を設定する

JSON形式のファイルを出力する

実際のNiFiの開発画面やりたいこと

ファイル入力用
プロセッサ

データ型変換用
プロセッサ

ファイル名設定用
プロセッサ

ファイル出力用
プロセッサ

 プロセッサを利用して、データフローを構築する

NiFi部品



プロセッサにはどんなものがある？

RDBMS

Big Data

MOM
(Messaging Queue)

Web

OS Command

Cloud No SQL

Log/

File/

Search

HTTP,FTP,SF

TP,TCP,UDP

 NiFiにはデータ入出力用プロセッサが豊富！！



続
く

 プロセッサは本当にたくさんの種類があります。
ぜひ、ドキュメントを見てみてください。

<https://nifi.apache.org/docs.html>

プロセッサにはどんなものがある？



 動作環境

 Mac OS

 Linux

 Windows

お手持ちのPCで簡単に動かせます！

 Raspberry Pi3上では…重くて動作不安定でした。

 Java 1.8.0以上が必要

Apache NiFiをインストールしてみよう！



Apache NiFiをインストールしてみよう！

1. Apache NiFiのダウンロード

<https://nifi.apache.org/download.html



Apache NiFiをインストールしてみよう！

2. ダウンロード資材の（zip or tar.gz）解凍

3. NiFiの起動

Linux/MacOS

Windows



Apache NiFiをインストールしてみよう！

4. ブラウザからNiFiにアクセス

<http://localhost:8080/nifi/>



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

INPUT.

csv

Apache NiFi

OUTPUT.

json

CSVファイルを取得する

CSV形式からJSON形式へと変換する

出力ファイル名を設定する

JSON形式のファイルを出力する

さきほど例に上げたデータフローを作ってみましょう！



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

1. プロセッサを選択する

キャンバスにアイ
コンをドロップ



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

1. プロセッサを選択する

プロセッサを選択
したら、ADDする

検索・絞り込みが
できる



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

1. プロセッサを選択する

GetFileのプロセッサ
が用意された



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

1. プロセッサを選択する

全部で4つのプロセッ
サを準備します



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

2. データの流れ(コネクション)を設定する

①プロセッサの上にカー
ソルを置くと現れる→を、
接続先にドロップする

②コネクションの設定画
面が開くので、設定して

ADDする



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

2. データの流れ(コネクション)を設定する

コネクション
が作成された



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

2. データの流れ(コネクション)を設定する

4つ全部コネクションでつ
なぐとこんな感じ



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(GetFileプロセッサ)

プロセッサを右クリックで
設定画面が開く



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(GetFileプロセッサ)

どこのディレクトリからファ
イルを取得するか

取得するファイルのフィルタ
リング



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(ConvertRecordプロセッサ)



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(ConvertRecordプロセッサ)

入出力に対応した
Controller Serviceを設定する

※Controller Service
各Processorから利用できる
共通のコンポーネントのこと



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(ConvertRecordプロセッサ)

 ConvertRecordで利用するController Serviceを設定

・CSVReader

・JsonRecordSetWriter

をそれぞれ設定



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(ConvertRecordプロセッサ)

 ConvertRecordで利用するController Serviceを設定(CSVReader)

CSVReaderの設定画面

スキーマ定義に従って
CSV形式のデータを読み込む



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(ConvertRecordプロセッサ)

 ConvertRecordで利用するController Serviceを設定(JsonRecordSetWriter)

JsonRecordSetWriterの
設定画面



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(ConvertRecordプロセッサ)

 ConvertRecordで利用するController Serviceを設定(JsonRecordSetWriter)

JsonRecordSetWriterの
設定画面

データ入力時のスキーマ定義を継承
(CSVReaderで設定したスキーマ定義を利用)



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(UpdateAttributeプロセッサ)



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(UpdateAttributeプロセッサ)

出力時のファイル名を設定
ここでは、GetFileで”filename”として

読み込まれていた値を使用



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(PutFileプロセッサ)



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. プロセッサの設定をする(PutFileプロセッサ)

出力先のディレクトリを指定



Apache NiFiでデータフローを作ろう！

3. 完成！！



実機デモ

Apache NiFiを使ってみよう！



おまけ：Apache MiNiFiについて

 MiNiFiとは？

 NiFiのサブプロジェクト

 Apache NiFiよりも軽い

 IoT機器に入れて動作させて、データを収集するな
どの用途が想定されている

 EX)センサーデータなど



まとめ

 Apache NiFiはオープンソースのデータフローオーケスト
レーションツール

 各プラットフォームで動作する

 ブラウザ上からGUI操作にてデータフローの定義ができる

 豊富なプロセッサ！

Apache NiFiはとても簡単に利用を開始することができます。

実現したいデータフローがあれば、ぜひ活用してみてください。



ご清聴ありがとうございました


